
宇
宙
祭
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ

る
ア
ー
チ
が
美
術
班
の
手
に

よ
っ
て
完
成
間
近
に
迫
っ
た
。

例
年
で
あ
れ
ば
、
ア
ー
チ
は

校
舎
と
紫
苑
館
を
つ
な
ぐ
通

路
に
掲
げ
ら
れ
る
。
し
か
し
、

今
回
の
宇
宙
祭
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
、
一

般
公
開
を
行
う
こ
と
が
で
き

な
い
た
め
、
大
体
育
館
入
り

口
に
飾
ら
れ
る
。
ア
ー
チ
は

縦
約
３
㍍
、
横
約
４
㍍
の

大
き
さ
で
、
用
務
員
の
工
藤

さ
ん
が
木
材
を
組
み
立
て
、

土
台
を
作
っ
た
。
ア
ー
チ

制
作
を
行
っ
た
美
術
班
は
、

具
体
的
な
話
し
合
い
な
ど
を

含
め
、
春
休
み
か
ら
準
備
を

進
め
て
き
た
。
実
際
に
制
作

が
始
ま
っ
た
の
は
中
間
考
査

最
終
日
の
放
課
後
か
ら
だ
っ

た
。
そ
の
た
め
ア
ー
チ
制
作

日
数
は
約
18
日
間
だ
。

ア
ー
チ
に
は
「C

O
S
M
O
S

F
E
S

２
０
２
１
」
と
書
か

れ
て
い
る
。
ア
ー
チ
の
デ
ザ

イ
ン
は
栗
田
美
月
さ
ん
（
３

く

り

た

み

づ

き

年
）
が
案
を
出
し
た
。
夏
ら

し
い
爽
や
か
な
色
合
い
と
、

宇
宙
を
感
じ
ら
れ
る
天
の
川

が
描
か
れ
て
い
る
。

美
術
班
部
長
の
深
谷
美
悠

ふ

か

や

み

ゆ

莉
さ
ん
（
２
年
）
は
「
ア
ー

り

チ
が
想
像
以
上
に
大
き
く
て

と
て
も
大
変
だ
っ
た
。
文
字

の
部
分
は
フ
リ
ー
ハ
ン
ド
で

書
い
て
い
る
た
め
、
繊
細
な

作
業
で
制
作
す
る
や
り
が
い

を
感
じ
た
。
天
の
川
の
部
分

な
ど
に
工
夫
を
凝
ら
し
て
い

る
。
全
体
的
に
大
仕
事
だ
っ

た
」
と
制
作
で
の
苦
労
を
語
っ

た
。
「
短
い
制
作
期
間
だ
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
文
字
や
天

の
川
の
部
分
に
入
っ
た
こ
ろ

は
、
部
員
の
疲
れ
が
出
て
き

て
い
た
。
そ
の
た
め
、
世
界

史
の
単
語
を
叫
ん
で
疲
れ
を

和
ら
げ
て
い
た
」
と
制
作
の

大
変
さ
を
思
い
出
し
な
が
ら

話
し
た
。

美
術
部
ア
ー
ト
班
は
ア
ー

チ
制
作
の
ほ
か
に
、
個
人
制

作
を
宇
宙
祭
当
日
に
美
術
室

に
展
示
す
る
。

（
冬
凜
）

宇
宙
祭
開
催
ま
で
あ
と
２

日
と
な
っ
た
。
今
回
の
ク
ラ

ス
対
抗
借
り
物
競
争
は
今
月

30
日
の
開
祭
セ
レ
モ
ニ
ー

の
有
志
発
表
後
に
行
わ
れ
る
。

場
所
は
晴
天
時
の
場
合
校
内

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
借
り
物
競
争

を
行
い
、
雨
天
時
の
場
合
は

大
体
育
館
で
学
校
ク
イ
ズ
を

行
う
。
借
り
物
競
争
は
各
ク

ラ
ス
代
表
者
１
人
が
出
場
す

る
。
ル
ー
ル
は
、

20
人
を

３
組
に
分
け
て
競
争
し
、
中

央
の
ス
テ
ー
ジ
が
ゴ
ー
ル
と

な
る
。
開
催
セ
レ
モ
ニ
ー
で

の
服
装
は
、
ク
ラ
ス
Ｔ
シ
ャ

ツ
ま
た
は
衣
装
等
の
着
用
も

可
能
で
あ
る
。
大
内
結
斗
さ

お

お

う

ち

ゆ

う

と

い
よ
い
よ
宇
宙
祭
開
催
ま

で
残
り
２
日
と
な
っ
た
。
全

20
ク
ラ
ス
が
自
分
た
ち
の

個
性
を
活
か
し
た
企
画
を
考

え
、
生
徒
た
ち
は
忙
し
い
合

間
を
縫
っ
て
宇
宙
祭
の
準
備

を
進
め
て
い
る
。
開
閉
祭
式

や
有
志
発
表
、
ス
テ
ー
ジ
発

表
な
ど
の
リ
ハ
ー
サ
ル
も
宇

宙
祭
の
準
備
と
並
行
し
て
、

進
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、
生

徒
た
ち
は
与
え
ら
れ
た
貴
重

な
時
間
を
余
す
こ
と
な
く
使

い
、
効
率
的
に
準
備
を
進
め

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

ク
ラ
ス
企
画
は
縁
日
や
カ

ジ
ノ
な
ど
様
々
な
企
画
が
満

載
で
、
ど
の
ク
ラ
ス
も
来
場

者
が
楽
し
め
る
よ
う
な
内
容

に
な
っ
て
い
る
。
ク
ラ
ス
企

画
は
主
に
そ
れ
ぞ
れ
の
教
室

や
空
き
教
室
を
使
っ
て
行
わ

れ
る
。
各
ク
ラ
ス
を
回
る
こ

と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
魅
力
を

満
喫
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ク
ラ
ス
企
画
の
縁
日
で
射
的

を
担
当
し
て
い
る
森
珠
峰
さ

も

り

じ

ゅ

ね

ん
（
１
年
）

は
「

人
が
多

く
集
ま
る
よ
う
な
企
画
に
し

た
い
。
宇
宙
祭
実
行
委
員
に

入
っ

て
い
て
、
大
変
だ
が
、

頑
張
り
た
い
」
と
笑
顔
で
意

気
込
み
を
語
っ
た
。
同
じ
く

射
的
を
担
当
し
て
い
る
神
山

か

み

や

ま

颯

希

さ

ん

（

１

年

）

は

さ

つ

き

「
ほ
か
の
出
し
物
に
負
け
な

い
よ
う
に
凝
っ
た
も
の
を
作

り
た
い
」
と
宇
宙
祭
へ
向
け

て
意
気
込
ん
だ
。
（
ら
い
あ
）

ん
（

２
年
）
は
「
選
ば
れ

た
理
由
が
じ
ゃ
ん
け
ん
で
、

勝
っ
た
人
が
出
場
す
る
と
い

う
話
に
な
り
、
ま
さ
か
自
分

に
は
来
な
い
だ
ろ
う
と
思
っ

て
い
た
ら
勝
っ
て
し
ま
っ
た
。

運
だ
け
が
取
り
柄
な
の
で
、

張
り
切
っ
て
頑
張
り
た
い
」

と
意
気
込
み
を
語
っ
た
。

安
田
美
夢
さ
ん
（
１
年
）
は

や

す

た

み

ゆ

「
一
生
懸
命
走
り
、
１
位
を

目
指
し
て
頑
張
り
た
い
。
楽

し
く
走
り
た
い
」
と
意
気
込

ん
だ
。

（
明
平
）

２
年
前
の
秋
、

中
学
校
最
後
の
文

化
祭
へ
向
け
準
備

が
始
ま
っ

た
。

放

課
後
は
毎
日
の
よ

う
に
文
化
祭
準
備

を
進
め
た
。

中
学

校
の
文
化
祭
で
は
、
山
車
や

ク
ラ
ス
旗
、
大
う
ち
わ
、
は

ち
ま
き
な
ど
を
班
ご
と
に
分

か
れ
作
成
し
た
▼
私
は
、
は

ち
ま
き
を
作
成
す
る
班
に
な
っ

た
。
ク
ラ
ス

30
人
と
担
任

の
先
生
の
分
を
６
人
掛
か
り
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作
っ
た
。
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、
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ラ
ス
の
雰
囲
気
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好
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な
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ャ
ラ
ク
タ
ー
な
ど
を
刺
繍
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る
の
が
普
通
だ
。
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ク

ラ
ス
は
、
毎
日
楽
し
く
笑
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い
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っ
た
。
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２
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刺
繍
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は
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ラ
ス
内
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相
談
し
、
青

色
に
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定
し
た
。
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、
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れ
ぞ
れ
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分
の
名
前
の
イ
ニ

シ
ャ
ル
を
取
っ
て
は
ち
ま
き

の
端
に
刺
繍
を
す
る
こ
と
に

し
た
▼
毎
日
18
時
半
ま
で
学

校
に
残
り
、
刺
繍
を
し
続
け

て
い
た
。
班
の
中
に
は
、
親

や
祖
母
に
協
力
し
て
も
ら
い
、

み
ん
な
の
た
め
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活
動
し
て

い
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も
い
た
。
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縫
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作
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苦
手
だ
っ
た
。
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、
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手
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に

な
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と
感
じ
て
い
た
。
仕
事

の
進
み
具
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も
他
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人
と
比

べ
て
遅
い
こ
と
で
悩
ん
で
い

た
。
そ
の
と
き
、
班
の
友
達

が
「
絶
対
で
き
る
。
焦
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ず

頑
張
ろ
う
」
と
声
を
か
け
て
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た
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葉
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動
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悩
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▼
文
化
祭
２
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掛
か
っ
た
と
き
、
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ま
き
の
刺
繍
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終
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た
。
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デ
ザ
イ
ン
や
色
合
い
が
す
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だ
っ
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。

友
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葉
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。
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刺
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ら
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▼
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年
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宙
祭
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準
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差
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掛
か
っ
て
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。
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葉
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。
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を
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実
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に
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最
終
日
の
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課
後
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た
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数
は
約
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だ
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に
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と
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を
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天
の
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が
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る
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長
の
深
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莉
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年
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が
想
像
以
上
に
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て
も
大
変
だ
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た
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字

の
部
分
は
フ
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ハ
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ド
で

書
い
て
い
る
た
め
、
繊
細
な

作
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で
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が
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を
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に
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を
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と
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で
の
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制
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期
間
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字
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の
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の
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は
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で
学
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を
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。
借
り
物
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争
は
各
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表
者
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が
出
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る
。
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を
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組
に
分
け
て
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争
し
、
中
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の
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が
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と
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る
。
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で

の
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る
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う

と
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よ
宇
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開
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ま

で
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り
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と
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た
。
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20
ク
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ス
が
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分
た
ち
の

個
性
を
活
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し
た
企
画
を
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え
、
生
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た
ち
は
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し
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間
を
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て
宇
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の
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を
進
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て
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る
。
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や
有
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、
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な
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も
宇
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と
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行
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、

進
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め
、
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た
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は
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な
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間
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こ
と
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く
使

い
、
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率
的
に
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を
進
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こ
と
が
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る
。
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ス
企
画
は
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日
や
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ジ
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な
ど
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な
企
画
が
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で
、
ど
の
ク
ラ
ス
も
来
場

者
が
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る
よ
う
な
内
容

に
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る
。
ク
ラ
ス
企

画
は
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に
そ
れ
ぞ
れ
の
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室

や
空
き
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を
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て
行
わ

れ
る
。
各
ク
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ス
を
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る
こ

と
で
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そ
れ
ぞ
れ
の
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を
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る
こ
と
が
で
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る
。
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画
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で
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な
企
画
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。
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実
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に
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が
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と
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に
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よ
う
に
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も
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を
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」
と
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で
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と
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だ
ろ
う
と
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。
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な
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で
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と
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を
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た
。
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（
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走
り
、
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位
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頑
張
り
た
い
。
楽

し
く
走
り
た
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」
と
意
気
込

ん
だ
。

（
明
平
）

２
年
前
の
秋
、

中
学
校
最
後
の
文

化
祭
へ
向
け
準
備

が
始
ま
っ

た
。

放

課
後
は
毎
日
の
よ

う
に
文
化
祭
準
備

を
進
め
た
。

中
学

校
の
文
化
祭
で
は
、
山
車
や

ク
ラ
ス
旗
、
大
う
ち
わ
、
は

ち
ま
き
な
ど
を
班
ご
と
に
分

か
れ
作
成
し
た
▼
私
は
、
は

ち
ま
き
を
作
成
す
る
班
に
な
っ

た
。
ク
ラ
ス

30
人
と
担
任

の
先
生
の
分
を
６
人
掛
か
り

で
作
っ
た
。
は
ち
ま
き
は
、

ク
ラ
ス
の
雰
囲
気
や
好
き
な

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
な
ど
を
刺
繍

す
る
の
が
普
通
だ
。
私
の
ク

ラ
ス
は
、
毎
日
楽
し
く
笑
顔

が
絶
え
な
い
ク
ラ
ス
だ
っ
た
。

そ
の
た
め
、
は
ち
ま
き
中
央

に
は
「
楽
笑
」
の
２
文
字
を

刺
繍
し
た
。
は
ち
ま
き
の
色

は
ク
ラ
ス
内
で
相
談
し
、
青

色
に
決
定
し
た
。
ま
た
、
そ

れ
ぞ
れ
自
分
の
名
前
の
イ
ニ

シ
ャ
ル
を
取
っ
て
は
ち
ま
き

の
端
に
刺
繍
を
す
る
こ
と
に

し
た
▼
毎
日
18
時
半
ま
で
学

校
に
残
り
、
刺
繍
を
し
続
け

て
い
た
。
班
の
中
に
は
、
親

や
祖
母
に
協
力
し
て
も
ら
い
、

み
ん
な
の
た
め
に
活
動
し
て

い
る
人
も
い
た
。
私
は
針
で

縫
う
作
業
が
苦
手
だ
っ
た
。

そ
の
た
め
、
足
手
ま
と
い
に

な
る
と
感
じ
て
い
た
。
仕
事

の
進
み
具
合
も
他
の
人
と
比

べ
て
遅
い
こ
と
で
悩
ん
で
い

た
。
そ
の
と
き
、
班
の
友
達

が
「
絶
対
で
き
る
。
焦
ら
ず

頑
張
ろ
う
」
と
声
を
か
け
て

く
れ
た
。
こ
の
言
葉
が
原
動

力
と
な
り
、
私
は
内
心
で
悩

ん
で
い
た
こ
と
が
一
気
に
晴

れ
た
気
が
し
た
▼
文
化
祭
２

日
前
に
差
し
掛
か
っ
た
と
き
、

よ
う
や
く
は
ち
ま
き
の
刺
繍

を
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

ク
ラ
ス
の
み
ん
な
に
渡
す
と

「
デ
ザ
イ
ン
や
色
合
い
が
す

ご
く
い
い
」
と
好
評
だ
っ
た
。

友
達
か
ら
の
何
気
な
い
言
葉

が
う
れ
し
か
っ
た
。
何
よ
り

も
苦
手
意
識
を
持
っ
て
い
た

刺
繍
が
上
手
だ
と
褒
め
ら
れ

た
こ
と
が
心
に
響
い
た
▼
３

年
に
１
度
の
宇
宙
祭
の
準
備

は
大
詰
め
に
差
し
掛
か
っ
て

い
る
。
余
裕
の
な
い
中
で
も
、

ク
ラ
ス
メ
イ
ト
に
か
け
る
何

気
な
い
言
葉
を
意
識
し
て
、

宇
宙
祭
を
「
絶
対
成
功
さ
せ

る
」
と
い
う
思
い
で
準
備
し

て
い
き
た
い
。

（
冬
凜
）
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宇
宙
祭
の
シ
ン
ボ
ル

堂
々
完
成
へ

宇
宙
祭
の
シ
ン
ボ
ル

堂
々
完
成
へ

宇
宙
祭
開
幕
ま
で
あ
と
２
日
と
な
っ
た
。
宇
宙
祭
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
ア
ー
チ
が
ア
ー
ト
部
美
術
班
に
よ
っ
て
制
作
が
進
め
ら
れ
、
完
成
間
近
に

迫
っ
た
。
今
日
か
ら
、
本
番
ま
で
準
備
に
時
間
を
費
や
し
、
ク
ラ
ス
企
画
や
部
活
動
企
画
の
準
備
も
進
め
ら
れ
て
い
る
。

宇
宙
祭
開
幕
ま
で
あ
と
２
日
と
な
っ
た
。
宇
宙
祭
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
ア
ー
チ
が
ア
ー
ト
部
美
術
班
に
よ
っ
て
制
作
が
進
め
ら
れ
、
完
成
間
近
に

迫
っ
た
。
今
日
か
ら
、
本
番
ま
で
準
備
に
時
間
を
費
や
し
、
ク
ラ
ス
企
画
や
部
活
動
企
画
の
準
備
も
進
め
ら
れ
て
い
る
。

宇宙祭開幕まで残り２日！宇宙祭開幕まで残り２日！

借
り
物
競
争

出
場
者
決
ま
る

借
り
物
競
争

出
場
者
決
ま
る

ク
ラ
ス
企
画

準
備
終
盤
に

ク
ラ
ス
企
画

準
備
終
盤
に

↑協力して壁に色紙を貼る２年生↑協力して壁に色紙を貼る２年生

↑クラス企画で黒板アートをする３年生↑クラス企画で黒板アートをする３年生 ↑縁日の企画を工夫して作業する３年生↑縁日の企画を工夫して作業する３年生

～宇宙祭２日前号～～宇宙祭２日前号～

↑アーチの作成に取り組む美術部員↑アーチの作成に取り組む美術部員

↑アート部美術班が大体育館入り口に制作した歓迎アーチ↑アート部美術班が大体育館入り口に制作した歓迎アーチ
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